
校長室雑記 

笑ってごらん 
第 597号 H.29.9.27発行 

◇◆21～26 日、看護学科専門課程 2 年生の看護研究発表会が行われた。各人が実習で携わった症例につい

て研究論文をまとめ、発表するもの。2月に受験する看護師国家試験には症例研究問題も出題される。各人

が実習で実際に取り組む症例には限りがあるので、友人たちの取り組んだ内容をしっかり聴いて勉強してお

くことは国家試験対策にも有効なのである。事前に全員分の抄録が届けられたが、皆よくまとめられていた。 

◇◆今回は雑学の話題である。①一雨毎に秋の訪れを感じるように

なった。朝夕はめっきり涼しくなり、チラホラ長袖着用の生徒の姿

も見かける。夕方以降聞こえてくる虫の鳴き声も耳に心地よい。か

つて読んだ雑誌コラムに鈴虫のことが書かれてあった。一般の電

話・携帯電話・国際電話などすべての電話が通す音の周波数の範囲

は 300〜3400Hz であるのに対し、鈴虫の鳴き声は 4000Hz なので、

鈴虫の鳴き声が電話の相手に聞こえることはないそうだ。よって、

鈴虫の鳴き声を電話の相手に聞かせようとしても無理ということ

になる。こればかりは直接聞くことができる特権を堪能するしかな

さそうだ。秋の夜長、時には静かに自然の奏でる音に耳を傾けるの

も一興ではなかろうか。 ➁私たちは勉強や仕事で紙を多く使う。その紙にはサイズがある。つまり A4 と

か B4 などのことである。この『笑ってごらん』は A4 版で作成している。実は発行し始めた当初は B4 左右

見開き版で作成していたのだ。しかし、時代の流れで「できるだけ書類は A4 サイズに統一しましょう」論

が普及するようになり、校内においても A4サイズが主流になった。この“A”はアメリカでのサイズを基準

にしたもの。“B”はイギリス（British）。“4”などの数字は元々の大きな紙を何回半分に切っているか

を表す。よって A4サイズとは A0サイズの紙を 4回半分にしたものである。現代はペーパーレス化が進んで

おり、文書やデータをパソコンの中だけで閲覧しプリントアウトしない取り組みも進んでいる。時代はどん

どん変わっていく。遅れないようにしなくちゃ。 ➂皆さんは「卵」と「玉子」の違い、使い分けをご存知

だろうか？ 私はつい最近まで知らなかった。先日ラジオを聴いていたところ、パーソナリティーが言うに

は、「卵」と「玉子」の違いは調理してあるか否かの違いだという。調理していないのが「卵」、調理した

後は「玉子」。確かに「卵」というのは生物学的な意味合いを含むことからして納得した。ということは「卵

焼き」ではなく「玉子焼き」、「ゆで卵」ではなく「ゆで玉子」が正しいということだな･･･、ふむふむ･･･。 
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◇◆23 日（土）、地元のお祭り『南さつまフェスタ』があった。本校からは「大神輿

パレード」に男子生徒 26 名が、「ふるさと総踊り」に女子生徒 67 名および体操部 14

名（OG 含む）が参加してくれた。今年は会場に集まる人の数も増えたように感じた。

多くの方々から本校生の元気な様子に対し賛辞をいただき、私も嬉しく楽しいひとと

きを過ごすことができた。練習時間も少ない中で頑張ってくれた生徒諸君、そしてサポート役を担ってくれ

た先生方に大感謝！ ◆総踊りでハプニング発生！ 3クール目の最後「南さつま音頭」は葡萄園玉助さん

の生歌で締めくくるのが通例になっているのだが、今年は当初カラオケだけが空しく響いた。後ほどちゃん

と仕切り直されたが、毎年踊っている者にとってはビックリする出来事だった。玉助さんが居なかった？ 

感謝道 

～今日のことば～ 

人に接する時は暖かい春の心。仕事をする時は燃え

る夏の心。考える時は澄んだ秋の心。自分に向かう

時は厳しい冬の心。     （実業家：鮫島輝明） 

 

 


